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　論考

はじめに

　この数年で、タブレット端末導入の動きが活発

になってきている。タブレット端末のような新し

い道具が華々しく登場すれば、その道具によっ 

て教育が変わるかもしれないという期待がふく 

らむ。

　しかし、一気に１人１台の整備を行って授業を

革新するというようなことは難しく、多くの自治

体では、グループで数台程度が活用できる整備を

行い、従来の授業をよりよくするための活用が模

索されているところではないだろうか。

　また、タブレット端末と電子黒板を連動させな

がら、一人一人の思考を可視化・共有し、協働的

な学びをめざすような授業実践に注目が集まりが

ちだが、そこに至る前に、教員が映して見せるこ

とについて、もっと研修を深めた方がよいという

段階の地域もあるだろう。

　ICTは道具である。ICTそのものが授業をよく

するわけではないし、得られる効果は使い方によ

って異なる。時には、期待していたほどの効果が

得られないこともある。

　広がり始めたタブレット端末等のICTが効果的

に活用されるためには、教員の意識や指導力の実

態、機器整備の状況等に応じて、指導力の向上を

めざした研修などの方策を講じる必要がある。

　こうした現状を踏まえ、文部科学省では、平成

26年度に、委託事業『ICTを活用した教育の推進

に資する実証事業─ICTの活用が最適な指導方法

の開発─』を実施した。

　この事業において作成された映像指導資料『ICT

活用ステップアップ映像集』には、機器整備の状

況等に応じて、ICTを効果的に活用したさまざま

な教科等の授業映像が収録され、広く全国の自治
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図１・映像集の見方

表１・収録された授業の内容
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体に提供されている。

　本稿では、この映像指導資料を活用した研修に

ついて紹介し、ICTの効果的な活用を模索して 

いる段階から、一段ステップアップした活用に 

進む場合に大切になるポイントについて考えてみ

たい。

映像指導資料『ICT活用ステップアップ
映像集』の内容と構成

　『ICT活用ステップアップ映像集』は、小学校

８校、中学校８校、計16校の実証校の取組を、赤

堀侃司先生（東京工業大学名誉教授）を座長とす

る学識経験者等９名の委員で構成されたワーキン

ググループが整理し、事務局であるＮＴＴラーニ

ングシステムズ株式会社がまとめたものである。

実証校において実施された１つの授業を５分～

10分程度にまとめた映像25本と特別編の模擬授

業映像４本を収めたDVDと『利用ガイド』（冊子）

からなっている。

　『利用ガイド』には、授業の概要が記され、図

１のように、主にどのようなICTが活用された授

業なのかがわかるように、ICT機器の活用タイプ

がアイコンでわかりやすく表示されている。

　また、収録された授業について、その授業での

ICT活用がどのように効果的と考えられたかがわ

かるように、場面を選択した授業者の意図、実際

の授業での留意点、教科アドバイザーによる解説

なども記している。

　収録されている一つ一つの授業映像の構成は、

図２のように、

①ポイントを解説した部分

②実際の授業の展開場面

③授業者による振り返り

の３部で構成されている。表１のとおり、小学校

で10教科等の13映像、中学校で８教科の12映像

が収録されている。

　映像集には、好事例映像に加えて、４本の陥り

がちなICT活用の模擬授業映像も収録されている。

図３のとおり、模擬的に行われた授業風景と、陥

りがちなポイントを、中川一史先生（放送大学教

授）が解説した映像で構成されている。収録され

ている授業の内容は次頁表２のとおりである。

ICT活用の意図と方法の関係に気づかせる

　『ICT活用ステップアップ映像集』には、限定

されたICT活用場面のみの映像ではなく、授業の

図２・授業映像の構成 図３・陥りがちな授業映像の構成


